
実家のような温もりと安心を感じられる場所 

学生会館「ドーミー立川北」 

 

今回、私達見学隊は、株式会社共立メンテナンスが運営する学生会館「ドーミー

立川北」を取材しました。 

「ドーミー立川北」がある立川駅は、ＪＲ中央本線、南武線、青梅線のほか、多

摩モノレールが乗り入れる大規模な駅であり、多摩地域の主要駅の一つとして

機能しています。また、駅辺には大型ショッピングセンターや百貨店が立ち並び、

多摩地域有数の商業エリアでもあります。 

今回の取材は、株式会社共立メンテンナンス寮事業本部の狩野さん、金さん、寮

長の髙野さんに加え、後に説明するＲＡ（レジデント・アシスタント）の学生さ

んにご協力いただきました。 

 

 

 

＜学生会館「ドーミー立川北」の概要＞ 

【所 在 地】東京都立川市高松町三丁目１番４号（ＪＲ立川駅から徒歩８分） 

【定 員】２２８名 

【構造・規模】鉄筋コンクリート造５階建 ２０２２年リニューアル 

 



■学生寮の歴史 

読者の皆さんは、ドーミーと聞いて何を思い浮かべますか。 

おそらく多くの方は、ホテル「ドーミーイン」を最初に思い浮かべるのではない

でしょうか。 

実は、今回お伺いした学生会館「ドーミー立川北」は、ホテル「ドーミーイン」

と同じ会社が経営しています。 

 

私自身、ドーミーといえば、「ドーミーイン」の印象が強かったため、ホテル事

業の延長で寮事業を開始したのかなと思っていました。 

しかし、実際はその逆。学生寮ドーミーがあったからこそ、ホテル「ドーミーイ

ン」が生まれたとのことでした。 

 

運営会社の共立メンテンナンスの歴史は、板前として食の世界に長く携わった

現会長が、学校の給食施設の運営受託事業を開始したところから始まります。 

その後、食のノウハウを活かし、食事付きの学生寮と社会人寮を開始したところ、

社会人寮を活用いただいている企業の方から社員の出張用に利用できる宿が欲

しいという要望があり、ホテル「ドーミーイン」が誕生したとのことです。 

 

広く知られているドーミーにそんな歴史があったことに興味深く感じました。

また、食から始まった会社ということもあり、取材を通して食へのこだわりやお

もてなしの心がその細部から感じられました。 

 

■寮で過ごす安心かつ快適な暮らし 

寮内は、寮長の髙野さんに案内していただきました。 

髙野さんはとても明るく親しみやすい方で、短い間でしたが、人柄の良さが伝わ

ってきました。寮には実家から離れてはじめて一人暮らしを始める学生が多い

という話でしたが、髙野さんのような方が一緒であれば親も安心だろうと思い

ました。 

 

 



さて、まずはエントランスです。入口はオートロック仕様で部外者の入館を防止

します。 

また、入ってすぐの場所には寮長・寮母さんが待機しており、寮生たちを明るく

出迎えます。 

 

エントランス正面のトレーニングルーム。器具も寮の設備とは思えないほど揃

っていると感じました。 

 

そして食堂。なんと、ここで提供されている食事は、給食センターなどを使わず、

現地の厨房でひとつひとつ心をこめて手作りされているとのことです。 

 

 



栄養満点で温かい食事を毎日安価に提供できるのは、食から始まった会社なら

ではの強みだと思いました。 

 

さらに大浴場。寮にこんな立派な大浴場があるのは非常に驚きました。 

また、脱衣所にはベンチが置いてあったのですが、これは後に触れるＲＡの学生

さんと髙野さんの間で白熱した議論の末に完成したそうです。 

 

■ＲＡ 

寮には、Resident Assistant、略してＲＡと呼ばれる人がいます。 

ＲＡは、季節ごとのイベントなどを企画立案し、寮生同士のコミュニケーション

の機会・きっかけを作ります。 

 

 



ドーミー立川北でも、新入生歓迎会、ビーチボールバレー大会、七夕まつり等の

企画をこれまで実施。取材に行った際は、大浴場の利用促進キャンペーンイベン

トを実施していました。 

 

ＲＡの会議は、寮生どうしの打合せが月に２,３回、本部の方との打合せが月に

１回程度と、かなりの頻度で行われているとのこと。 

お話いただいたＲＡの寮生さんは、大変な活動ではあるけれども、チームワーク

力やコミュニケーション能力等、大学に通うだけでは得られないものが得られ

ると仰っていました。 

 

また、ＲＡは寮内での活動にとどまらず、地域の小学校向けに勉強会を開催した

りと、地域行事への参加にも積極的に取り組んでいるとのことです。地域との交

流を通じて、立川という地域への愛着が生まれたというお話は、特に印象的でし

た。 

ＲＡは、寮生の仲を繋ぐ存在であると同時に、地域と寮を繋ぐ存在でもあると感

じました。 

 

 

 

 



■編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柚木 

寮長さんや住人の学生さんをはじめ、関わる人たちからのドー

ミーへの愛が伝わってきた取材となりました。若者の人口が減

っている現代でも、ニーズは高まっているとおっしゃられてい

ました。その背景にはきっと、おいしい食事と頼れる人がい

て、人とつながることができる温かさがあるのではないかと思

いました。 

細部まで寮長さんの気遣いがされており、どこにいても寮生た

ちが楽しく暮らせるような配慮、思いやりを感じたことが印象

的でした。取材前は学生寮に対して、堅苦しく厳しいイメージ

がありましたが、きちんとお互いが過ごすためのルールはあり

つつ暮らすための工夫が散りばめられていて、寮という住まい

方について考え直す良いきっかけになりました。 

 

大熊 


